
 

 

 

令和元年度導入機器 
 

今年度、公益財団法人JKAの機械振興補助事業「公設工業試験研究所等における機械設備拡充補助事業」によ

り、新たに導入した粒度分布測定装置を紹介します。この機器は、企業等の方々に広く開放していますのでご利

用ください。利用方法等については、担当部署まで、お気軽にお問い合わせください。 

粒度分布測定装置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造所名 （株）堀場製作所製 型式 LA-960S2 

設置年度 令和元年度 設置場所 粉体特性室２（本館４階） 

担当部署 機能材料科   

 

概 要 

本装置は、スラリー溶液試料にレーザー光を照射し、回折・散乱された光の強度を測定・解析することによ

り、粒度分布（粒子のサイズとその頻度）を測定することができます。 
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仕 様 

測定原理 ：Mie散乱理論 

測定範囲 ：0.01 μm～3000 μm 

測定方式 ：フローセル測定、少量フローセル測定、バッチセル測定 

使用可能溶媒 ：水、メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール、ヘキサン、アセトンなど 

測定項目 ：粒度分布、メジアン径、モード径、平均径、標準偏差 
 

測定例 

下図は、石灰石（炭酸カルシウム）を粉砕して作製した粉体を測定した結果です。棒グラフは各粒子径の頻度

を、曲線は通過分積算を示しています。得られたグラフや解析結果から、粉体の粒度分布やメジアン径などを評

価することができます。また、測定用のアタッチメントを交換することにより、少量フロー測定やバッチ測定に

対応可能であり、微量の希少サンプルの測定にも対応することが可能です。さらに、高濃度セルを使用すること

により、これまでのレーザー回折方式では測定が不可能であった粒子濃度が高いサンプルも希釈することなく測

定することが可能です。これにより、実際の使用条件に近い状態で、粒子材料の凝集や分散の評価を行うことが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用分野 

本装置は、以下の用途等に利用が可能です。 

 セラミックス、金属、高分子材料や食品凍結乾燥品などの粒度分布評価 

 医薬品や金属ナノ粒子などの希少試料の粒度分布評価 

 製品の品質管理 

 プロセス管理や改良 
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●お願い 

この技術情報誌は、技術担当部門に回覧して下さい。 

記載内容について詳しくお知りになりたいときは、右記

へご照会下さい。 
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